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ご
当
地
検
定
の
興
亡

　

「
ご
当
地
検
定
」
は
、
2
0
0
3
年
ご
ろ
に
始
ま

り
、
2
0
0
0
年
代
後
半
に
バ
ブ
ル
的
に
増
加
し
た
。
開

始
時
期
が
古
い
検
定
と
し
て
、「
東
京
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド

検
定
」（
2
0
0
3
年
〜
）、「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
」

（
2
0
0
4
年
〜
、以
下
「
京
都
検
定
」）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

2
0
0
9
年
3
月
公
表
の
一
般
財
団
法
人
「
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
」
の
報
告
書
（
注
1
）
は
、
1
6
6
件
の
ご

当
地
検
定
を
調
査
し
て
い
る
。
当
時
の
活
況
の
背
景
に
は
、

平
成
の
大
合
併
で
市
町
村
の
定
義
が
変
わ
る
中
、
町
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
再
確
認
を
目
指
す
動
き
や
、
観
光
振

興
の
狙
い

が
あ
っ
た
。

　

「

明

石
・
タ
コ

検
定
」「
沖

縄
大
好
き

検
定
」
な

ど
、
印
象

に
残
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
検
定
も
出
現
し
た
。
福
井
商
工
会

議
所
主
催
の
「
越
前
カ
ニ
検
定
」
は
、
受
検
終
了
直
後
に

結
果
を
発
表
し
て
「
合
格
＆
残
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
、
豪
勢
に
越
前
ガ
ニ
と
福
井
の
地
酒
を
振
る
舞
っ
た

こ
と
と
、
受
検
料
は
日
本
一
高
い
3
万
円
だ
っ
た
こ
と
が
、

話
題
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
は
長
続
き
し
な
い
。
各
地
の
検
定
は

受
検
者
数
の
減
少
に
悩
み
、
2
0
1
0
年
代
半
ば
に
は
、

多
く
の
検
定
が
「
10
回
実
施
。
一
定
の
成
果
を
得
た
」
と

総
括
し
て
終
了
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
被
害
を
受
け
た
ご
当
地
検
定

　

そ
し
て
、
昨
年
に
な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
全
国
各
地
を

襲
い
、
第
15
回
の
節
目
を
迎
え
た
長
寿
の
大
型
検
定
が
終

了
す
る
例
も
見
ら
れ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
や
外
出
自
粛
要
請
の
中
で
、
会
場
受
検

型
の
ご
当
地
検
定
は
、
主
催
者
側
に
は
「
密
」
を
避
け
る

た
め
の
広
い
会
場
の
確
保
な
ど
が
課
題
に
な
っ
た
。
ご
当

地
知
識
を
愛
す
る
人
々
も
「
コ
ロ
ナ
に
罹か

か

る
リ
ス
ク
は
避

け
た
い
」
と
し
て
、
受
検
に
消
極
的
に
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
は
、
次
の
三
つ

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
延
期
：
例
え
ば
、「
長
崎
歴
史
文
化
観
光
検
定
」
や

「
沖
縄
歴
史
検
定
」
は
、
当
初
の
予
定
を
延
期
し
、
先
送

り
し
た
日
程
で
実
施
し
た
（
写
真
1
）。

　

②
中
止
：「
鎌
倉
検
定
」「
甲
賀
流
忍
者
検
定
」（
注
2
）、

「
境
港
妖
怪
検
定
」
な
ど
有
名
な
も
の
を
含
め
、
確
認
で

き
た
だ
け
で
16
の
ご
当
地
検
定
が
昨
年
「
中
止
」
と
さ
れ

た
（
12
㌻
参
照
）。

　

鎌
倉
の
大
仏
様
も
甲
賀
流
忍
者
も
鳥
取
の
妖
怪
も
、
コ

ロ
ナ
は
苦
手
で
あ
る
。

　

③
終
了
：
コ
ロ
ナ
前
か
ら
受
検
者
数
の
減
少
に
悩
ん
で

い
た
検
定
主
催
者
の
幾
つ
か
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
検
定
事
業
そ
の
も
の
の
終
了
を
決
断
し
た
。

　

「
江
戸
文
化
歴
史
検
定
」（
江
戸
検
）
は
、
受
検
者
数

が
初
回
の
2
0
0
6
年
に
1
万
人
を
超
え
た
も
の
の
、
そ

の
後
激
減
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
受
け
た
昨
年
は
遂つ

い

に

1
0
0
0
人
を
割
っ
た
。
そ
し
て
、
本
年
3
月
に
終
了
が

公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
他
、富
山
の
「
越
中
富
山
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、

水
口
　
毅

あ
ず
さ
監
査
法
人
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

元
日
本
銀
行
那
覇
、
広
島
支
店
長

ご
当
地
検
定
と
デ
ジ
タ
ル
化
と
地
方
創
生

連

載

地
方
の
力
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
①

写真1　沖縄歴史検定過去
問題集
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広
島
の
「
宮
島
検
定
」
な
ど
、
メ
ジ
ャ
ー
な
検
定
が
最
近

終
了
を
決
め
た
（
注
3
）。

デ
ジ
タ
ル
化
で
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
ご
当
地
検
定

　

「
禍

わ
ざ
わ
いを
転
じ
て
福
と
な
す
」
こ
と
は
大
切
だ
。
し
ば
し

ば
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
働
き
方
や
物

販
な
ど
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
強
く
後
押
し
し
た
。「
ご
当
地
検
定
」
も
例
外
で

は
な
い
。
以
下
に
「
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
ご
当
地
検

定
」
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。

　

①
水
戸
歴
史
文
化
検
定
：
従
来
、
12
月
の
特
定
の
日
に

会
場
で
実
施
し
て
き
た
が
、
昨
年
度
か
ら
ウ
ェ
ブ
化
。
す

な
わ
ち
、
昨
年
12
月
1
日
か
ら
今
年
1
月
29
日
ま
で
約
2

カ
月
間
の
任
意
の
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
自
宅
受

検
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
受
検
者
数
は
前
年
比
10
倍
、

合
格
者
数
は
同
6

倍
と
著
し
く
増
加

し
た
。

　

こ
の
検
定
は
以

前
か
ら
受
検
料
が

無
料
だ
っ
た
た

め
、
こ
の
受
検
者

増
は
「
無
料
化
の

効
果
」
で
は
な

い
。
受
検
希
望
者

に
と
っ
て
の
ア
ク

セ
ス
の
容
易
化
と
、

N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
青
天

を
衝つ

け
」

の
効
果
だ

ろ
う
（
写

真
2
）。

　

②
「
新

潟
清
酒
達

人
検
定
」：

新
潟
県
酒
造
組
合
は
、
例
年
3
月
に
イ

ベ
ン
ト
「
酒
の
陣
」
を
開
催
し
て
い
る

が
、
昨
年
、
今
年
と
2
年
連
続
で
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
合
わ
せ
て
開
催
す
る
「
新
潟
清

酒
達
人
検
定
」
も
、
昨
年
3
月
は
中
止

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
の
検
定
に

つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
で
の
実
施
に
踏
み

切
っ
た
。

　

な
お
、
同
検
定
に
は
金
・
銀
・
銅
の

3
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
化
し
た
の

は
銀
と
銅
。
金
に
は
「
実
技
」
の
利
き

酒
を
伴
う
た
め
、
従
来
同
様
の
会
場
検

定
だ
っ
た
。

　

③
「
名
古
屋
観
光
検
定
」：
コ
ロ
ナ

禍
長
期
化
の
中
で
新
規
ス
タ
ー
ト
し
た

珍
し
い
ご
当
地
検
定
。
ウ
ェ
ブ
に
よ
る

自
宅
受
検
型
で
あ
る
（
写
真
3
）。

　

④
「
京
都
検
定
」：
わ
が
国
で
受
検

者
数
が
最
多
の
同
検
定
は
、
会
場
実
施

の
形
式
は
維
持
す
る
一
方
、
昨
年
4
月
か
ら
「
京
都
検
定

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
始
。「
茶
道
」「
伝
統
芸

能
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に
過
去
問
題
を
学
べ
る
。

　

⑤
「
な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定
」：
昨
年
6
月
に

2
0
2
0
年
度
の
会
場
型
検
定
の
中
止
を
公
表
。
代
わ
り

に
W
E
B
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
夏
の
陣
」
と
「
冬
の
陣
」
を
無

料
で
提
供
し
た
（
写
真
4
）。

　

こ
の
ウ
ェ
ブ
化
に
よ
り
、
動
画
・
音
声
に
よ
る
出
題
が

可
能
に
な
っ
た
。
大
阪
弁
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
の
音
声
を

複
数
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
流
し
、
正
解
を
選
ば
せ
る

問
題
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

　

⑥
「
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
検
定
」（
以
下
「
奈
良

検
定
」）：
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨
年
度
の
検
定
は
中
止
。

今
年
度
も
開
催
の
可
否
を
検
討
中
。
し
か
し
、
検
定
を
紹

介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
動
画
で
の
奈
良
観
光
や
受
験

勉
強
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」
と
し
て
、
実
に
1
0
2
本
の

短
編
観
光
動
画
を
視
聴
で
き
る
リ
ン
ク
を
掲
載
し
た
。
実

に
素
晴
ら
し
い
動
画
集
で
あ
る
。

　

⑦
「
東
京
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
検
定
」：
こ
れ
は
他
の
検
定

と
は
少
し
異
な
る
。
従
来
は
、
特
定
の
会
場
・
期
日
・
時

間
帯
に
回
答
用
紙
記
入
で
答
え
る
方
式
だ
っ
た
が
、
昨
年

度
（
今
年
2
月
）
は
、
多
く
の
会
場
・
日
・
時
間
帯
の
選

択
肢
の
中
か
ら
受
検
者
が
先
着
順
で
予
約
し
、
会
場
設
置

の
パ
ソ
コ
ン
（
P
C
）
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
出
題
さ
れ
る
問

題
に
受
検
者
が
パ
ソ
コ
ン
入
力
で
答
え
る
方
式
を
採
用
し

た
。

　

受
検
可
能
日
は
16
日
あ
る
な
ど
、
受
検
者
自
身
の
自
由

度
が
増
し
た
ほ
か
、「
密
」
を
避
け
る
効
果
が
あ
る
。
不

写真2　水戸歴史文化検定公式サイトより

写真3　名古屋観光検定公式
テキスト写真4　大阪検定WEBチャレンジ冬の陣公式サイトより
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正
防
止
策
も
充
実
。
自
宅
受
検
は
で
き
な
い
。
2
0
2
1

年
度
は
検
討
中
と
の
こ
と
。

　

本
検
定
は
観
光
業
従
業
者
の
知
識
確
認
等
に
も
使
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
不
正
防
止
を
重
視
し
て
い
る
。

　

な
お
、
自
治
体
職
員
も
環
境
問
題
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
「
S
D
G
s
」
の
知
識
を
問
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、「
環
境
社
会
検
定
（
e
c
o
検
定
）」
が
、

2
0
2
1
年
度
か
ら
ウ
ェ
ブ
化
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
内
蔵
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
・
受
検
中
の
自

撮
り
継
続
・
受
検
中
の
ト
イ
レ
利
用
禁
止
な
ど
、
幾
つ
か

の
条
件
の
下
で
、
自
宅
受
検
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。デ

ジ
タ
ル
化
の
効
用
と
地
方
創
生

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
効
用
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
検
定
事
業
主
催
者
に
と

っ
て
コ
ス
ト
が
下
が
る
。
受
検
者
に
は
「
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
廉
価
で
『
ご
当
地
ネ
タ
』
や
『
動
画
付
き
の
愉
快
な

ク
イ
ズ
』
を
楽
し
め
る
」
可
能
性
を
も
た
ら
す
。
テ
キ
ス

ト
も
ウ
ェ
ブ
化
が
進
ん
で
い
る
。「
京
都
検
定
」
や
「
奈

良
検
定
」
の
動
画
教
材
提
供
の
よ
う
に
、
教
材
の
質
の
向

上
も
進
む
だ
ろ
う
。

　

先
ほ
ど
の
①
〜
⑦
は
、
い
ず
れ
も
県
庁
所
在
地
の
検

定
だ
っ
た
が
、「
県
庁
所
在
地
で
は
な
い
市
町
村
」
で
は
、

常
時
提
供
型
の
検
定
も
誕
生
し
て
い
る
。
山
口
県
萩
市
の

「
萩
検
定
」（
初
級
）、
埼
玉
県
熊
谷
市
の
「
熊
谷
市
暑
さ

対
策
マ
ス
タ
ー
検
定
」、
北
海
道
名
寄
市
の
「
な
よ
け
ん
」

な
ど
で
あ
る
。
比
較
的
小
規
模
な
自
治
体
が
「
ご
当
地
検

定
」
を
復
活
さ
せ
る
好
機
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
企
業
城
下
町
の
愛
知
県
豊
田

市
に
は
「W

E LO
VE 

と
よ
た
力
検
定
」
が
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
昨
年
2
月
の
開
催
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

後
、「
オ
ン
ラ
イ
ンzoom

開
催
」
に
切
り
替
え
て
11
月

末
に
実
施
さ
れ
た
。

　

た
か
が
ご
当
地
検
定
、
さ
れ
ど
ご
当
地
検
定
。
コ
ロ
ナ

禍
が
長
引
く
中
で
、
地
域
経
済
が
新
し
い
活
性
化
の
方
策

を
見
い
だ
す
こ
と
を
祈
り
た
い
（
注
4
）。

　

注
1
＝
「
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
ご
当
地
検
定
」

　

注
2
＝
甲
賀
流
忍
者
検
定
は
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
6

月
か
ら
11
月
へ
と
延
期
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

延
期
後
の
会
場
は
、
東
海
道
五
十
三
次
の
50
番
目
の

宿
場
だ
っ
た
滋
賀
県
甲
賀
市
水み

な
く
ち口

町
に
予
定
さ
れ
て
い

る
。
水
口
町
は
、
か
つ
て
は
独
立
の
自
治
体
だ
っ
た
が
、

2
0
0
4
年
に
同
県
土
山
町
・
甲
賀
町
・
甲
南
町
・
信
楽

町
と
合
併
し
て
甲
賀
市
に
な
っ
た
。
今
は
地
名
が
残
る
。

　

注
3
＝
コ
ロ
ナ
禍
の
以
前
か
ら
、
ご
当
地
も
の
は
危
機

的
で
あ
る
。「
B
級
グ
ル
メ
」
は
、「
愛
B
リ
ー
グ
」
主
催

の
「
B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
2
0
1
7
年
、
18
年
お
よ

び
コ
ロ
ナ
禍
の
20
年
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

　

「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」
も
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
2
0
2
0
年
を
最
後
に
終
了
し
た
。

　

注
4
＝
本
稿
に
掲
載
し
た
ご
当
地
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
の
表
紙
画
像
、
過
去
問
の
例
な
ど
は
、
い
ず
れ
も

各
検
定
の
主
催
者
等
の
著
作
権
を
持
つ
方
々
の
ご
快
諾
を

得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
転
載
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【2020年初め以降、中止されたご当地検定
（判明分のみ）】
①津軽ひろさき歴史文化観光検定②日光検定③好
きです！　木更津検定④中央区観光検定（東京都
内）⑤鎌倉検定⑥甲賀流忍者検定⑦かめおか・ふ
るさと検定⑧山科検定⑨宝塚学検定（2020年3
月中止、2021年3月は実施済み）⑩奈良検定⑪
月ケ瀬楽検定（奈良市内）⑫境港妖怪検定⑬やま
ぐち歴史・文化・自然検定⑭小豆島オリーブ検定
⑮いまばり博士検定⑯熊本・観光文化検定

【ご当地検定の過去問の例】
京都検定（3級）
「二条城二の丸御殿に残る豪華絢爛な障壁画は
（　　）の絵師によって描かれた。（　　）は次
のどれか？」
①土佐派②琳派③狩野派④四条派（正解は③狩野
派）
奈良検定（2級）
「聖徳太子について、誤っているのはどれか？」
①十七条憲法を定めた②父は舒明天皇である③推
古天皇は叔母である④冠位十二階を定めた（正解
は②）
奈良検定最上級（ソムリエ）
「奈良公園のシカの糞の始末をすることで有名な
生物はどれか？」
①オオセンチコガネ②オオクワガタ③ヤマトタマ
ムシ④ヤマトシリアゲ（正解は、①オオセンチコ
ガネ）
福岡検定（初級）
「博多ラーメンの麺の硬さを表す表現のうち、最
も硬いのはどれか？」①ハリガネ②バリカタ③コ
ナオトシ④ガバカタ（正解は③コナオトシ）

けんらん

ふん
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出典：筆者作成（アンダーラインはデジタル化したもの）
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「北海道観光マスター検定」は、昨年11月に実施（第15回）。

「津軽ひろさき検定」は、昨年度は中止。

「もりけん」（盛岡もの識り検定）は、本年1月に実施。
「宮城マスター検定」は昨年11月実施。コロナ→受検者減少もあり、1級受検者96人中の合格者がゼロに。

男鹿市「ナマハゲ伝導士認定試験」は昨年12月、募集人数を従来の120人から60人に半減させて実施。

「やまがた検定」は、本年2月、「密」を避けるため、同じ日で時間帯をずらして2回に分けて実施。

「しらかわ検定」（白河市）を本年1月に実施。

「水戸歴史文化検定」を昨年12月初めから約2カ月の間のウェブ検定として提供。受検者数は前年比10倍になるなど成功。

「日光検定」は、昨年度中止。「宮のもの知り達人検定」は、常時ウェブで自宅から受検可で、コロナ影響を受けず。

「高崎学検定」を、昨年10月に実施。

「熊谷市暑さ対策マスター検定試験」を昨年5月開始。常時ウェブで自宅から受検可。コロナの影響を受けず。

「好きです！　木更津検定」は、2019年度が台風被害、20年度がコロナ禍で、2年連続で中止。今年度は検討中。

「江戸検」（江戸文化歴史検定）が終了（公表は3月初め）。2006年以来昨年までの全15回で計5万人余が受検。

「東京シティガイド検定」は、今年2月実施分は約2週間の期間内で受検者が分散して会場設置PCで受検する方式に。

「鎌倉検定」は、昨年度は中止。

例年3月のイベント「酒の陣」は2年連続で中止に。「新潟清酒達人検定」は本年2月ウェブ検定に移行。

「越中富山ふるさとチャレンジ」が昨年11月の第15回で終了。延べ受検者数は約1万9000人。

「金沢検定」は、昨年10月に実施（第16回）。

福井県は、コロナも踏まえ昨年初めまでの「おもてなし認定講習・試験」を「認定観光ガイド養成講座」に模様替え。

山梨・静岡両県の複数団体共催の「富士山検定」が2010年に始まったが、2018年に終了した。

「NAGANO検定」は、昨年11月に実施。

「岐阜市まちなか博士認定試験」は、昨年12月に実施。

富士山検定について、山梨県の欄を参照。その他、最近の情報は確認できなかった。

今年1月ウェブ検定＝「名古屋観光検定」を新設。申込者は約1カ月の期間中1回自宅受検可能。

今年入り後、「検定お伊勢さん」（2月）、「伊賀学検定」（2月）、「みえ検定」（4月）を実施。

「甲賀流忍者検定」は、昨年度は中止。今年度は人数制限を設けて6月に実施予定。

「京都検定」は、継続実施中。昨年度は「外出自粛時用のコラム」を連載。今年度は受検者の「密」を避けるため、検定日を年1⇒2に増やした。

「なにわなんでも大阪検定」は昨年度の会場検定を中止。代わりに期間内に自宅で何度も受検できるウェブ検定を提供。

「宝塚学検定」は、昨年3月は中止。今年3月は実施。

「奈良検定」は、昨年度は中止。検定のウェブサイトで「観光動画102本」にリンク。

「サイクリング王国わかやま検定」は昨年度は中止。今年度は検討中。

「境港妖怪検定」は、昨年度は中止。

「松江城検定」は本年3月の第5回を最後に終了（コロナの影響ではない）。

「晴れの国おかやま検定」は、本年2月に実施（第7回）。

「『ひろしま通』認定試験」は、昨年1月の実施を最後に終了。「宮島検定」は、本年3月、コロナ禍で終了を決定。

「萩検定初級」は、一昨年の夏から常時ウェブで自宅から受検可とし、コロナ影響を受けず。

「あわ検定」は、今年2月、ウェブ自宅受検の形で実施。

「小豆島オリーブ検定」は、昨年度は中止。今年度は検討中。

「いまばり博士検定」は、昨年度は中止。

「高知家地域検定」は、観光施設等にある検定用紙を持ち帰り回答・自己採点する方式。会場不要。

「福岡検定」は、本年2月、自宅から受検できるウェブ検定として実施。次回の実施形態は検討中。

「唐津検定」は、2月実施用ポスターで、ご当地キャラ（犬＝唐ワンくん）がウイルスを制圧する姿を描いた。

当初2月上旬実施予定だった「長崎歴史文化観光検定」は、延期され、3月末に実施。

「熊本・観光文化検定」は、昨年度は中止。

「しんけん大分学検定」につき、昨年11月開催分は「会場検定・ウェブ検定併用」で開催。

「みやざき観光・文化検定」の昨年12月の開催回は、コロナ対策として県外在住者の受検を不可にした。

本年3月の「かごしま検定」で「コロナで昨年の開催が延期された鹿児島国体の実施予定年は？」との問いがあった。

「沖縄歴史検定」は、例年夏の開催を昨年度は年明け後の1月に延期して実施。

し




